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自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

　

災
害
時
に
助
け
合
う
た
め
に
は
、

ま
ず
、
自
分
の
身
を
守
る
行
動
を
と

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
地
震
の
揺
れ

を
感
じ
た
ら
、
身
の
安
全
を
確
保
し

ま
し
ょ
う
。

　

家
の
中
や
外
の
点
検
も
行
い
、
家

具
等
の
転
倒
防
止
の
た
め
、
あ
ら
か

じ
め
固
定
や
、
配

置
換
え
を
し
て
安

全
な
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
し
ま
し
ょ
う
。

 

自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る

　

災
害
時
は
、
町
や
消
防
な
ど
の
関

係
機
関
が
被
害
の
拡
大
防
止
や
負
傷

者
の
救
助（「
公
助
」）に
あ
た
り
ま
す

が
、
対
応
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
身
を
自
分
の
努
力
に
よ
っ
て

守
る「
自
助
」

や
、
地
域
や
、

近
隣
の
人
が

集
ま
り
、
互

い
に
協
力
し

な
が
ら
防
災

活
動
を
行
う

「
共
助
」
の

取
り
組
み
が

重
要
に
な
り

ま
す
。
災
害

や
避
難
に
つ

い
て
地
域
で

話
し
合
い
、

情
報
を
共
有

し
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
時
に
は
「
自
助
」「
共
助
」「
公

助
」
が
円
滑
に
機
能
す
る
こ
と
に
よ

り
、
被
害
の
軽
減
が
図
れ
ま
す
。

 

非
常
時
持
出
品
は

準
備
し
て
い
ま
す
か

　

自
力
で
３
日
分
生
活
で
き
る
だ
け

の
備
え
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
非
常
食
、
水

・
携
帯
ラ
ジ
オ

・
懐
中
電
灯
（
予
備
電
池
も
）

・
貴
重
品
（
現
金
・
通
帳
な
ど
）

・
衣
類
（
下
着
・
靴
下
な
ど
）

・
救
急
医
薬
品

・
生
活
用
品
な
ど

　

詳
し
く
は
、
防

災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

災害時の
被害を抑える

自分の身を自
分の努力によ
って守る

地域や近隣の
人が互いに協
力し合う

町や消防機関による
救助・援助等

自助

公助

共助自助

公助

共助

地域の防災力

　台風・高潮、津波、地震等の災害についての認識を深め、これに対処する心構えをする日として９月１日を「防災
の日」、また、この日を含む 1週間を「防災週間」として定めています。
　昨年３月 11 日に発生した東日本大震災では、地震とそれに伴い発生した津波により東北地方と関東地方の沿岸部
にもたらした壊滅的な被害は皆さんの心に焼き付いていると思います。
　災害はいつ起こるか分かりません。いざという時に慌てないように、あらかじめ家族や身近な人と「いざというと
きの対応方法」などについて話し合い、家庭や地域の防災力を高めましょう。

９月１日は９月１日は「防災の日」「防災の日」「防災の日」
自分の身は自分で守る
　自分たちの地域は自分たちで守る
自分の身は自分で守る
　自分たちの地域は自分たちで守る
自分の身は自分で守る
　自分たちの地域は自分たちで守る

８月30日
    ～９月５日　
８月30日
    ～９月５日　

防災週間特集
木

水


